


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































29） 例えばChristensen & Raynor(2003)はこの点を深
めたものであり，Tidd,Bessant & Pvitt(2001)，一
橋大学イノベーション研究センター (2001)，
Burgelman,Christensen & Wheelwright (2004)， 榊
原(2005) ，榊原／香山(2006)なども同様の議論
である。
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Ⅰ... 知識 Ⅱ... 説得 Ⅲ... 決定 Ⅳ... 導入 Ⅴ... 確認
コミュニケーション ・ チャネル
イノベーション決定過程とは、 個人（あるいはその他の意思決定単位）が初めてイノベーションに関する知識を獲得して
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